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【事業概要】

斜面改良型

待受型

斜面崩壊防止工事

【目的】
崩壊が発生しないように斜面を改良する

【主な工種】
法枠工、アンカー工、切土工、植生工 など

【目的】
崩壊が発生しても、土砂が人家に及ばないようにする工法
【主な工種】
・待受式コンクリート擁壁工（重力式、モタレ式など）

「急傾斜地」：傾斜度が30度以上である土地
（急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律）

＜急傾斜地の定義＞

両島瀬林地区で主に採用
その他 【主な工種】

・落石対策工、・仮設防護柵工 など

崩壊土砂をくい止めた事例

両島瀬林地区で一部採用



両島瀬林地区の位置
両島瀬林
急傾斜地崩壊危険区域
（浜松市天竜区両島地内）

A区域

C区域

B区域

浜松土木事務所天竜支局

（主）天竜東栄線（緊急輸送路）

（主）天竜東栄線（緊急輸送路）
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両島 瀬林箇所名　：

場　所　：浜松市天竜区両島地内

りょうしませばやし

はままつし てんりゅうくりょうしま ちない

平成28年度施工区間

平成27年度施工区間

平成29年度以降施工区間

急傾斜地崩壊危険区域

被害想定区域

平成26年度以前施工区間

凡 例
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赤色(工事概要を旗揚げで明示する)
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畑

主な保全対象

（～H28保全完了＋保全残）

■人家30戸

■（主）天竜東栄線

■（準）町谷沢川保全対象（県道）状況

両島瀬林の事業概要

保全対象（人家）状況

【凡例】
■ H26以前施工区間
■ H27施工区間
■ H28整備完了予定
■ H29以降施工予定
□急傾斜地崩壊危険区域
□被害想定範囲

標準横断図（残工事区間）

全体延長 781.1ｍ



【事業概要】

事業期間 平成19年度～平成30年度

全体事業費 702百万円

事業内容

重力式擁壁工 延長258.3m
（高さ2.5～5.0ｍ）

事業名 両島瀬林急傾斜地崩壊対策事業

5

もたれ式擁壁工 延長205.0m
（高さ5.0～8.0ｍ）
アンカー併用張コンクリート 延長70.4m

（高さ5.0～10.0ｍ）
現場吹付法枠工 面積2913.0m2

全体計画延長 781.1ｍ

待受式擁壁工
小計
延長533.7m



【視点１】事業の必要性
(1)事業を巡る社会情勢等の変化

人家裏の斜面状況

法面下部の落石状況

施工済みの施設状況



【視点１】事業の必要性 (1)事業を巡る社会情勢等の変化

国土交通省調べ



あ さ みなみく あ さ きた く

広島県広島市安佐南区・安佐北区

被害状況

死 者 73名
負傷者 39名
人家全壊 123戸

半壊 82戸
一部損壊 150戸

【視点１】事業の必要性

(1)事業を巡る社会情勢等の変化 平成26年8月20日 発生



☆総便益 １４．５４億円

□直接被害
・家屋被害
・道路被害
・人的被害

総便益
（B）

費用対効果
B／C ： １．９４（当初：2.０７、前回再評価時：１．９４）

【視点１】事業の必要性
(2)事業の投資効果

☆総費用 ７．５０億円

・建設費
・維持管理費

総費用
（C）

費用対効果に大きな変動なし（当初比：0.94）



・ 平成28年3月調査
・ 両島地区の未整備箇所の住民を対象

①感じる
２９％

【視点２】今後の事業の進捗の見込み

どちらかといえば
気になる １２．５％

気になる ８７．５％

①降雨時に斜面が気になりますか？

・どちらかといえば
気にならない ０％

・気にならない ０％

②今後も事業継続の必要性を感じますか？

どちらかといえば
感じる ４３．０％

感じる ５７．０％

・どちらかといえば
感じない ０％

・感じない ０％

地元の強い要望
保全対象と未対策斜面の状況

有効回答数：８ 有効回答数：7



【視点２】今後の事業の進捗の見込み

コスト縮減

【視点３】新たなコスト縮減・代替案等の可能性

・地元の全面的な協力
例）・工事用地の買収協力

・工作物の撤去・移設協力
・工事用進入路など、借地の提供

・地元の強い要望

新技術の導入
例） 残存型枠工法

従来工法（足場有り） 残存型枠工法（足場無し）



【対応方針案】

・従前から地元でも懸念していた、がけ崩れの可能性の高い
斜面である。

・事業の投資効果が認められる。

・地元からの強い要望があり、全面的な協力も得られている。

・コスト縮減や計画・設計段階の最適化を図っている。

本事業を継続し、整備の促進を図る
12


